
 
 
 
 
 

学 年 小学校 第２ 学年 教科等 生活科 

小単元名 ２ 年生でがんばったこと をふり かえろう  

本時の目標 
これまでの学習を振り 返って、 自分ができるよう になったこ と や友達のよいと ころに気付く

こと ができる。【 知識及び技能】  

Ｉ Ｃ Ｔ 端末の効果的な活用 

【 方 法】  
２ 年生になって、 できるよう になったこ と や頑張ったこと を色画用紙にまと めた「 自分アル
バム」 の中から、 友達に一番伝えたいこ と を選び、 ロイロノ ート ・ スクールを使って、 カー

ド にまと める。一年間、様々な学習の中で撮り ためた写真と 文章を組み合わせて、まと める。 

【 ポイント 】  
「 自分アルバム」 は全てロイロノ ート ・ スクールで作成するが、 友達へのコ メ ント はロイロ
ノ ート ・ スクールで送信し ない等、ロイロノ ート ・ スクール（ デジタ ル） のよさ と 手書き（ ア

ナログ） のよさ と が生きるよう 、 使い分ける。  

【 効 果】  
作成し たカード を瞬時に全員と 共有することができるため、より 多く の友達の頑張り に気付く
ことができた。手元にある友達のカード を確認し ながらコメ ント カード を書く こと ができ、友

達のよいところにしっかり と 気付く ことができた。  

 

 

 

 

学 年 小学校 第４ 学年 教科等 理科 

単元名 ものの体積と 温度 

本時の目標 
空気を温めたり 冷やし たり し たと きの体積の変化を、 石けんの膜を用いて調べ、 見出し たこ

と を文章や図を用いて表現すること ができる。【 思考力、 判断力、 表現力等】  

Ｉ Ｃ Ｔ 端末の効果的な活用 

【 方 法】  

①班で 1 名、 実験の動画を撮影し 、 班員にデータ を送る。 個人で実験の様子を再生し ながら
結果をまと めたり 、 考察に生かし たり し て思考力を高める。         

②ロイロノ ート ・ スクールの思考ツール「 Ｙ チャート 」 を活用し て、 動画や写真、 書き込ん

だテキスト を「 空気」「 水」「 金属」 の３ つに分類さ せる。 それぞれの体積と 温度を関係付
けて捉える見方や考え方を育てる。また、「 金属」「 水」「 空気」 の順に変化が大きく なると
いう 相対的な関係も捉えさ せる。  

【 ポイント 】  
動画を再生し ながら結果を確かめ、 根拠をもってじ っく り 考察し 、 ノ ート にまと めるこ と が

できる。  

【 効 果】  
実験結果を繰り返し再生できるため、事実を基にした考察を容易に行う ことができ、考察を書く こ
とが苦手な児童も意欲的に取り組み、 思考力、 判断力、 表現力の育成につながった。 まとめでは、
「 空気」「 水」「 金属」 の３ つに分類して整理することで、 相違点が見つけやすかった。  

 

 

 

令和４年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「教科等の目標を達成するための一人一台端末の効果的な活用について」 

越谷市教育委員会 

実践１ 

 
個別学習（表現・制作） 

実践２ 

 
個別学習（表現・制作） 



 
学 年 小学校 第６ 学年 教科等 外国語 
単元名 わたし たちの学校・ JUMP Presentat i on１  Thi s i s our  school .  

本時の目標 ポスタ ーを見せながら発表すること ができる。【 思考力、 判断力、 表現力等】  
Ｉ Ｃ Ｔ 端末の効果的な活用 

【 方 法】  
オンラインでつながっている画面を大画面テレビに映し 、 オースト ラリ アの小学生と 実際に
話し 、交流する。自分で作成し たポスタ ーを見せながら、発表し たり 質問をし 合ったり する。 

【 ポイント 】  
オンラインでオースト ラリ アの学校と つながること で、 オースト ラリ アの児童と 同じ 場所に
いるかのよう に、 相手の顔を見ながら実際に話すこ と ができる。  

【 効 果】  

オースト ラリ アの児童と 実際に話すことで、 児童の「 英語が話せる」 と いう 感覚が高まった。
また、「 相手に理解し てもらえた」「 相手の言っていること が分かった」「 コミ ュニケーショ ン
が取れた」 と いう 成功体験と 感動を味わい、「 発音を良く し たい」「 相手に伝わるよう に話し た
い」 と いう さらに高い目標をもてた。  

 

 

 

 
学 年 中学校 第１ 学年 教科等 保健体育 
単元名 器械運動 マッ ト 運動 

本時の目標 
自己の課題を発見し 、 改善策を考え、 自己や仲間の考えたこと を書き出し たり 、 他者に伝え
たり すること ができる。【 思考力、 判断力、 表現力等】  

Ｉ Ｃ Ｔ 端末の効果的な活用 
【 方 法】  展開時、 倒立前転、 後転系選択技を行う 際の動画撮影、 再生時のアプリ（ ウゴト ル） の活用。 

【 ポイント 】  自身の技を行っている様子を撮影し 、 模範動画と 比較すること で改善点が明確になる。  

【 効 果】  
撮影し た動画と 模範動画を比較することで、 課題が見つけやすく 、 グループ学習が深まった。
Ｉ Ｃ Ｔ を活用することで技の完成度が高く なり 、 生徒の達成感の向上にもつながった。  

 

 

 

 
学 年 中学校 第２ 学年 教科等 数学 
単元名 平行と 合同 

本時の目標 多角形の内角の和の求め方を説明し よう 。【 思考力、 判断力、 表現力等】  
Ｉ Ｃ Ｔ 端末の効果的な活用 

【 方 法】  
ロイロノ ート ・ スクールを使って 
① 図形の入ったテキスト を送る。  ② テキスト に説明を加えて提出する。  
③ 提出箱内の回答を共有する。     ④ 「 生徒発表」 機能を使って生徒に発表さ せる。  

【 ポイント 】  説明を全員が手元で確認でき、 前に出てこなく ても自席で全体に説明ができる。  

【 効 果】  
習熟度に合わせて知り たいこと を自ら見つけること ができた。また、自分と 異なる説明を知る
時間が短縮さ れた。  

  

 

実践３ 

 
協働学習（学校の壁を越えた学習） 

実践４ 

 
協働学習（発表や話合い） 

実践５ 協働学習（発表や話合い） 


